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シンポジウム、フォーラムと形を変えながら、毎
年12月に開かれた話し合いの場を設けてきました。
昨年からスタ トーしたフォーラムは、HANDSプロ
ジェクトの活動の成果を大きく反映するものとなっ
ています。第一部の学生による劇の上演は大変好
評であり、フォーラムを報じた新聞記事も専ら劇
のことを述べていました！！昨年度開講した授業科
目「グローバル化と外国人児童生徒教育」の受講
生はほぼ倍増しました。「多言語による高校進学ガ
イダンス」や学生ボランティア派遣事業に係る学生
も増えています。劇を企画・運営した学生たちは、
授業や諸活動を通して外国人児童生徒教育に対す
る関心を深めた学生たちです。第二部は、教員向
けの手引書である『必携シリーズ　第一弾』の意
義や課題を多面的に検証する試みでした。昨年 10
月に本学で、11月に真岡市で「多言語による高校
進学ガイダンス」を実施しましたが、第三部ではそ
れを受けて関係者が進学ガイダンスの現状と今後
について話し合いました。このような大きなイベン
トが終わると、大体いつも同じようなことを感じま
す。そんなにスピーディー ではないけれども、意義
のある諸活動を着実に進めてきているなと。そして、
様々な声に耳を傾けながら、この事業をどのように
拡大発展させていくかと。さて、気持ちを切り替え
て、年度末までの作業に集中です。
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HANDS 2年目のフォーラムを終えて
2011年 12 月15日に兵庫県立芦屋国際中等教
育学校（2003 年開校）を訪問致しました。中等教
育学校は、中高一貫教育を 6 年間一体的に行う学
校として 1999 年に発足し、その数は年々増加して
います。中等教育学校の最大の特徴は、高校入試
を受けることなく高校の卒業資格が取得できる点
です。そのため、「時間がある学校」として、ゆと
りある安定的な学校生活を送ることができます。
今回、芦屋国際中等教育学校を訪問させて頂い
た理由は、入学時に日本語がほぼゼロの子どもを
受け入れており、どのような取り組みを行い、卒業
に導いているのか興味を持ったからです。
日本語指導では、入学後の最初の 2 年間、集
中的に行うカリキュラムになっています。漢字圏・
非漢字圏の生徒や来日年数など日本語の理解度に
合わせて 2クラスに分けて、外国人講師 8 名（中
国語・韓国朝鮮語・スペイン語・タガログ語に対応）
と日本語教師 5 名が「国語」と「総合学習」の時
間に指導を行っています。
また、進学を希望する外国人生徒が多い点も特
徴です。日本語がほぼゼロで入学してきた彼らに
とって、学習に必要な日本語を身につけ、日本人
生徒と対等に競っていくことは容易なことではあり
ません。今年度までに 2 学年が卒業しましたが、
大学や短期大学、専門学校など外国人生徒全員
が進学している点は驚きです。
一方で、開校して日が浅く課題もあります。
1つは、入学を希望する生徒全員が入学できな
い点です。募集生徒数を超えると抽選になってしま
うことや通学圏外の生徒もいます。昨今では外国
人の定住が散在化しており、第二第三の芦屋国際
中等教育学校が全国各地で開校することが望まれ
ます。
2 つ目は、南米系の生徒が少ないこともあり、南
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米系の生徒の大学進学が未だにない点です。南米
系の生徒に希望を与えるためにも、大学進学者を
輩出することが急務となっています。生徒が卒業
後、どのような将来志向を持ち、どのようにキャリ
アを歩んでいくのか、道筋をしっかり作っていくこ
とが求められています。「実績」という結果を示し、
多くの “ロールモデル ”を輩出していくことが外国
人生徒の進学問題の解決に必要不可欠です。
外国人生徒の高校進学率が低いといわれている
中、中等教育学校では高校入試に囚われることな
く6 年間を計画的に学ぶことで、日本語学習、教
科学習、将来の進路（大学進学や就職、帰国）な
どをじっくり考えることができます。また、6 年間
を信頼できる教師や仲間に囲まれて生活すること
で、退学してしまう生徒をくい止めることも可能で
あり、外国人生徒に適した学びの場であるとの印
象を受けました。今回紹介した芦屋国際中等教育
学校の取り組みが在日外国人教育を考える上での
重要な試みであり、今後、中等教育学校が外国人
生徒の進路選択の1つになると確信しています。
第3回グローバル教育セミナー報告
大学院国際学研究科博士後期課程
国際学部附属多文化公共圏センター研究員 根本 久美子
2011年 3月11日、私たちは未曽有の大震災を
経験しました。地震・津波という自然災害に加え、
原子力発電所のメルトダウンや水素爆発による放
射能の拡散という最悪の人災にも見舞われました。
こうした状況の中、2011年 11月11日、第 3 回目
のグローバル教育セミナーが『危機の時代におけ
るグローバル教育―ポスト開発／脱成長時代にお
ける教育の果たす役割考える』をテーマのもと、
講演とパネルディスカッションの２部構成で開催さ
れました。
第１部は、開発学の第一人者である早稲田大学
名誉教授の西川潤先生の『ポスト経済成長時代の
開発と教育』というテーマの基調講演でした。そ
の講演の後、当多文化公共圏センター長であり国
際学部の重田康博教授と教育学部の陣内雄次教
授から、「開発教育の視点から」及び「持続可能
な開発のための教育（ESD）の視点から」、「グロー
バル教育の役割と課題」についての事例報告があ
りました。
第２部は、「ポスト開発 / 脱成長時代のための
活動 －　3.11 東日本大震災後の世界と日本への
対応 　グローバル教育の立場から何ができるの
か」をテーマに、4人のパネリストに対し、司会の
重田教授が、
①ポスト開発時代の理論と実践を考える方向性を
導く－人間性の回復、人間の生き方や権利の獲
得、人間や自然との共生について　
②コミュニティの再生－地域の再生プランと教育の
現場をつなぐ機能について
③開発の当事者として日本の経済社会構造への問
い直しに関する３つの質問を投げかけ、その質
問に答えていただく形でデスカッションが進めら
れました。 
パネリストとして、中野佳裕氏（国際基督教大学
研究員）、阪本公美子氏（宇都宮大学国際学部准
教授）楠利明氏（元アジア学院事務局長）、そし
て、半田好男氏（栃木県立高等学校教員）の 4人
の方々が、研究者、有機農業実践者、高校教師等、
それぞれ異なった立場からの考えを発表しました。
　又、このパネルディスカッションでは、会場の学
生達に用紙が配られ、それに意見を記入してもら
『危機の時代におけるグローバル教育
　― ポスト開発／脱成長時代における教育の果たす役割考える』
